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１１月の生産指数は、輸送機械工業などが上昇して、２
か月連続で前月を上回り、高水準で推移しています。 
 

 
鉱工業生産指数は、平成22年の生産水準を100として、その変化を表しています。 

  
１１月の輸出は、北米・西欧向け自動車などの減少により４
か月ぶりに前年を下回ったものの、１１月単月として過去２
番目の高水準となりました。 

 

  
１１月の百貨店・スーパー販売額は、暖冬で冬物衣料の
動きが鈍かったことなどから、４か月ぶりに前年を下回
りました。 

 

  
１１月の有効求人倍率は1.56倍と、５か月連続で前月を下回
ったものの、高水準で推移しています。 
 

 
「仕事を探している人の数」に対する「企業の求人数」の割合が有効求人倍率です。 

  １．００倍より大きいと、人手不足を表します。 

   
 
○日本は人口減少社会を迎えており、生産年齢人口の減少により労働力不足が深刻化していくとみられます。 

○福岡県の2045年時点における生産年齢人口（15～64歳）は241万人と推計され、2015年の310万人から約70万人

減少（22.3％減）することとなり、結果として50万人の労働力不足が発生すると懸念されます（図表１）。 

○この労働力不足を克服するためには、高齢者、女性、外国人、ロボット・AI等、あらゆる可能性を総動員していく必要が

あると考えられます（図表２）。 
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今月のトピック 生産年齢人口の減少による労働力不足への対応 ～カギを握るのは？～ 

高齢者、女性、外国人、ロボット・AI等の活用の可能性 

（トピック担当：福田）  

注）各種統計データを基に筆者作成 

図表２ 

対策を総動員して労働力不足を克服！！ 

132 145 149 151 153 159 160 

310 298 291 284 273 256 241 

68 67 64 61 58 56 54 

0

100

200

300

400

500

600

700

2015年 2020年 2025年 2030年 2035年 2040年 2045年

（万人）

65歳以上 15～64歳 0～14歳

資料）国立社会保障・人口問題研究所「日本の地域別推計人口」 

50万人の労働力が不足！ 

（生産年齢人口の減少数(約70万人)×有業率（74％） 

福岡県の推計人口の推移 図表１ 


